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第５章 開水路の非定常流
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重要
開水路非定常流の運動方程式
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等流の式
（マニングの式、ジェジーの式）
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非定常流れの連続の式
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Non-uniform flow equation 
in open channel flow

(不等流の式)
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非定常の連続式と運動方程式
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等流や不等流のときのように、このままの形でその特性を議論したり、
解を求めたりするのは難しい

卒業研究や、大学院で。。
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ただし、ある条件の下ではその特性を調べることができる。
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1/1000i > 比較的急流な河川
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連続の式だけを
使って運動を表す

Kinamatic Wave 理論
キネマティックウェーブ



等流の一般的表示は
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速度そのもの

Kinematic Wave 理論
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断面積が変化せずに下流に伝播する。
（キネマティック型洪水波）
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Aが一定速度cで形を保ってx方向に移動する
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という変数変換を行う

速度 で移動する座標に変換c

速度 で移動する座標上ではAは一定c
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Kleitz(1887), Seddon(1900)の式
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広長方形断面・Manningの流速公式を用いると
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大学院では、

多次元問題、水＋α（土砂、植物、動物、水質。。。）



卒論・大学院での研究の紹介

水工・水文学研究室



水の流れを調べる
水工・水文学研究室



釧路湿原の保全



サロベツ湿原の環境



網状河川



世界の河川環境（メコン川）









洪水災害の防止



厚別川河口部の氾濫状況



厚別川赤無橋下流の氾濫状況

赤無橋









ミューグリッツ川(ドイツ)（2002年８月１３日）



ミューグリッツ川の出水
8月13日午後，ミューグリッツ川（エルベの支川）沿川のベーゼンシュタイン村．
普段はほんの小さな渓流に，上流の調整池が破堤防して250m3/sの流量が流れ
5m以上の浸水があり，川沿いの多くの家屋が流出した．壁だけ残った１枚の壁
の上で数人の家族が救援を待つ映像が報道され，衝撃的であったそうである．



HWHW--Situation an der Elbe bei DresSituation an der Elbe bei Dres



急流都市河川の環境



Flood of Aug. 5, 1981Flood of Aug. 5, 1981













Abashiri River
L=115km
A=1,380km2





Area: 32.9km2

Max. Depth: 16.8m
7km









Initial Condition 

Two-dimensional plane  
100 × 30 computational grids

non-slip condition for walls
sec)/(000002.0sec),/(000001.0 22 mDDm yx ===ν







Experiment

t=0.0(sec)

t=2.1(sec)

t=4.1(sec)

t=6.1(sec)

t=12.2(sec)

t=25.1(sec)

Calculation



世界中の河川の研究をやってます。
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